
緑色の葉や匍匐する側枝を持つ高性の系統SIZ-­‐KGY株を用いた雄性不稔維持系統
の作出の試みを報告した．雄性不稔は核の遺伝子（カタバミの場合は２遺伝子座）
と細胞質の遺伝子によって支配される．核遺伝子は劣性なのでヘテロ接合体は雄

性不稔を発現することはない．一方，細胞質遺伝子は優性であるので，細胞質遺伝
子を欠くと雄性不稔の形質発現を失う．	
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カボチャは未明から花を開き，送粉昆虫を待っている．しかし，日の出とともに，柱頭
の受粉能力が低下しはじめることが知られている．学校教材として使うには，朝一
番の授業で行う必要がある．	
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身近なカタバミは，コンパクトに栽培することが出来る．	
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シロイヌナズナに比べ花が大きい．３５ミリフィルムケースに約９㌘の培土を詰めて
栽培した．フィルムケースを使ったのは，狭い場所で多数の個体を栽培したかった
からだ．	
  
小学校などの授業で使うには，7.5cm程度の硬質プラスティックの育苗ポッドを用い
ればよいだろう.	


4	




雄性不稔株KMT-­‐HDの花である．写真では見にくいが，全ての葯が灰白色に乾燥し
てしおれている．柱頭は一番高い葯のならびの上位にあり、長花柱性を示す．	
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維持系統を作出する前は，株分けで増殖したＫＭＴ−ＨＤ株を用いた．	
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受粉させるとほぼ11日で果実が成熟する．受粉させなかったつぼみは枯れてしまう．	
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不稔系統に受粉して得た種子をまくと，稔性を回復した株が得られるので回復系統
と呼んでいる。	
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この時には口頭で，SIZ-­‐KGY系統の維持系統を1つ作出したことを報告した．	
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